
 



 

【平成 22 年度の活動計画】 

 

① ケニア研究者の受け入れ（平成 22年 8月 10 日〜10 月 9日） 

以下の 2名の研究者をジョモケニアッタ農工大から招へいし、ストレス科学に関する共同研究を行う。既

に来日して研究を進めている。 

 

Dr. Njue Mugai 

(学科長、Horticulture Department) 

作物のストレス耐性、特に酸性土壌での生育障害にが深刻であるアルミニウム耐性の評価について、山本

洋子教授と共同研究を行う。 

Mrs. Catherine Ngamau  

(常勤研究員、Research, Production and Extension Division) 

植物と共生する細菌（エンドファイト）とそれらの作物への応用について、バナナ、イネの材料をケニア

から持参しており、坂本亘教授及び谷明生助教と共同研究により解析する。 

 

② ケニアにおけるシンポジウ

ム開催 

 

「作物ストレス科学とグリーン

イノベーション」と題するシン

ポジウムをジョモケニアッタ農

工大学のannual meetingの一部

として開催。平成 11月 17 日〜

19 日の予定で、ケニア及び周辺

国から 300 人規模の参加者を予

定している。本プログラムなど

により、岡山大学から 8名の研

究者がケニアを訪問し、研究リ

ソースの紹介と共同研究につい

て意見を交換する。他大学（名

古屋大学など）からも参加の予

定。タンザニア、ウガンダ、ル

ワンダなど周辺国からも 4名の

研究者を招へいする。 

 


